
10

20

JP 7662902 B2 2025.4.15

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7662902号

(P7662902)
(24)登録日　令和7年4月7日(2025.4.7)(45)発行日　令和7年4月15日(2025.4.15)

(54)【発明の名称】　静電パレット及びベース

(51)国際特許分類
　   Ｈ０１Ｌ 21/683 (2006.01)
　   Ｈ０２Ｎ 13/00 (2006.01)
　   Ｈ０１Ｌ 21/3065(2006.01)

ＦＩ
　Ｈ０１Ｌ 21/68 　　　Ｒ 　　　
　Ｈ０２Ｎ 13/00 　　　Ｄ 　　　
　Ｈ０１Ｌ 21/302 １０１Ｇ 　　　

(21)出願番号　 特願2024-527193(P2024-527193)
(86)(22)出願日　 令和4年11月15日(2022.11.15)
(65)公表番号　 特表2024-543054(P2024-543054 

A)
(43)公表日　 令和6年11月19日(2024.11.19)
(86)国際出願番号　 PCT/CN2022/131858
(87)国際公開番号　 WO2023/093564
(87)国際公開日　 令和5年6月1日(2023.6.1)

審査請求日　 令和6年5月8日(2024.5.8)
(31)優先権主張番号　202111419897.8      
(32)優先日　 令和3年11月26日(2021.11.26)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

中国(CN)
早期審査対象出願

(73)特許権者　 510182294
北京北方華創微電子装備有限公司
ＢＥＩＪＩＮＧ  ＮＡＵＲＡ  ＭＩＣＲＯ 
ＥＬＥＣＴＲＯＮＩＣＳ  ＥＱＵＩＰＭ 
ＥＮＴ  ＣＯ．，  ＬＴＤ．
中華人民共和国１００１７６北京市大興 
区北京経済技術開発区文昌大道８号
ＮＯ．８  Ｗｅｎｃｈａｎｇ  Ａｖｅｎｕ 
ｅ  Ｂｅｉｊｉｎｇ  Ｅｃｏｎｏｍｉｃ－ 
Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｃａｌ  Ｄｅｖｅ 
ｌｏｐｍｅｎｔ  Ａｒｅａ  Ｄａｘｉｎｇ  
Ｄｉｓｔｒｉｃｔ，  Ｂｅｉｊｉｎｇ  １ 
００１７６，  Ｃｈｉｎａ

(74)代理人　 110001771
弁理士法人虎ノ門知的財産事務所

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の ウ ェ ハ を 吸 着 さ せ る 静 電 パ レ ッ ト で あ っ て 、
　 パ レ ッ ト 本 体 と 、 電 圧 供 給 部 材 と 、 複 数 の 吸 着 部 材 と を 含 み 、
前 記 パ レ ッ ト 本 体 、 前 記 電 圧 供 給 部 材 、 及 び 、 前 記 複 数 の 吸 着 部 材 は 、 そ れ ぞ れ が 互 い に  
独 立 し た 部 材 と し て 構 成 さ れ て お り 、
　 複 数 の 前 記 吸 着 部 材 は 前 記 パ レ ッ ト 本 体 に 間 隔 を あ け て 載 置 さ れ 、 各 前 記 吸 着 部 材 は 、  
い ず れ も 前 記 パ レ ッ ト 本 体 か ら 離 れ る 方 向 に 沿 っ て 順 に 設 け ら れ た 絶 縁 層 、 電 極 層 及 び 誘  
電 体 層 を 含 み 、 複 数 の 前 記 吸 着 部 材 に お け る 前 記 電 極 層 は い ず れ も 同 一 層 に あ り 、
　 前 記 電 圧 供 給 部 材 は 、 前 記 吸 着 部 材 と 前 記 パ レ ッ ト 本 体 と の 間 に 設 け ら れ 、 複 数 の 前 記  
吸 着 部 材 の 前 記 電 極 層 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 電 圧 供 給 部 材 は 各 前 記 吸 着 部 材 の 前 記 電  
極 層 に 直 流 電 圧 を 供 給 す る こ と で 、 複 数 の 前 記 吸 着 部 材 に よ っ て 複 数 の 前 記 ウ ェ ハ を １ 対  
１ で 対 応 し て 吸 着 さ せ る 、 こ と を 特 徴 と す る 静 電 パ レ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 位 置 決 め 部 材 を さ ら に 含 み 、 前 記 位 置 決 め 部 材 は 前 記 パ レ ッ ト 本 体 に 設 け ら れ 、 前 記 位  
置 決 め 部 材 に は 、 間 隔 を あ け て 設 け ら れ た 複 数 の 位 置 決 め 貫 通 孔 が 開 け ら れ 、 複 数 の 前 記  
吸 着 部 材 は 複 数 の 前 記 位 置 決 め 貫 通 孔 に １ 対 １ で 対 応 し て 設 け ら れ る 、 こ と を 特 徴 と す る  
請 求 項 １ に 記 載 の 静 電 パ レ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 各 前 記 吸 着 部 材 の 前 記 絶 縁 層 の い ず れ に も 貫 通 孔 が 設 け ら れ 、 前 記 貫 通 孔 は 前 記 絶 縁 層  

請求項の数　12　（全15頁）
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を 前 記 電 極 層 ま で 貫 通 し 、 前 記 電 圧 供 給 部 材 は リ ー ド 構 造 を 含 み 、 前 記 リ ー ド 構 造 は 引 き  
込 み 端 と 供 給 端 を 有 し 、 前 記 引 き 込 み 端 は 直 流 電 源 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る こ と に 用 い ら れ  
、 前 記 供 給 端 の 数 は 前 記 吸 着 部 材 の 数 と 同 じ で あ り 、 前 記 供 給 端 は 前 記 貫 通 孔 を 介 し て 前  
記 電 極 層 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 静 電 パ レ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 リ ー ド 構 造 は 、 引 き 込 み 線 、 複 数 の 供 給 線 、 及 び 開 口 部 を 有 す る 環 状 線 を 含 み 、
　 前 記 引 き 込 み 線 は 、 一 端 が 前 記 環 状 線 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 他 端 が 前 記 引 き 込 み 端 と し  
、 複 数 の 供 給 線 は 前 記 環 状 線 の 周 方 向 に 沿 っ て 間 隔 を あ け て 設 け ら れ 、 各 前 記 供 給 線 は い  
ず れ も 、 一 端 が 前 記 環 状 線 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 他 端 が 前 記 供 給 端 と す る 、 こ と を 特 徴 と  
す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 静 電 パ レ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 電 圧 供 給 部 材 は 、 絶 縁 ス リ ー ブ と 、 複 数 の 弾 性 導 電 部 材 と を さ ら に 含 み 、
　 前 記 絶 縁 ス リ ー ブ は 、 前 記 引 き 込 み 線 、 複 数 の 供 給 線 、 及 び 前 記 環 状 線 の 外 部 に 外 嵌 さ  
れ 、 複 数 の 前 記 弾 性 導 電 部 材 は 、 複 数 の 前 記 供 給 端 に １ 対 １ で 対 応 し て 設 け ら れ 、 複 数 の  
前 記 弾 性 導 電 部 材 は 、 複 数 の 前 記 吸 着 部 材 の 前 記 電 極 層 に １ 対 １ で 対 応 し て 弾 性 的 に 電 気  
的 に 接 触 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 静 電 パ レ ッ ト 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 パ レ ッ ト 本 体 に は 、 第 １ 凹 溝 と 、 引 き 込 み 通 路 と が 設 け ら れ 、 前 記 第 １ 凹 溝 の 形 状  
は 前 記 電 圧 供 給 部 材 の 形 状 に 適 合 し 、 前 記 電 圧 供 給 部 材 は 前 記 第 １ 凹 溝 に 嵌 め 込 ま れ 、 前  
記 引 き 込 み 通 路 は 、 前 記 第 １ 凹 溝 に 連 通 し 、 前 記 パ レ ッ ト 本 体 を 貫 通 し 、 前 記 引 き 込 み 端  
が 前 記 直 流 電 源 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る こ と に 用 い ら れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記  
載 の 静 電 パ レ ッ ト 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 パ レ ッ ト 本 体 に は 、 複 数 の 第 ２ 凹 溝 が 間 隔 を あ け て 設 け ら れ 、 複 数 の 前 記 第 ２ 凹 溝  
は 前 記 第 １ 凹 溝 の 前 記 供 給 端 が 嵌 め 込 ま れ る 部 分 に 連 通 し 、 各 前 記 第 ２ 凹 溝 の 形 状 は 各 前  
記 吸 着 部 材 の 形 状 に 適 合 し 、 複 数 の 前 記 吸 着 部 材 は 複 数 の 前 記 第 ２ 凹 溝 に １ 対 １ で 対 応 し  
て 設 け ら れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 静 電 パ レ ッ ト 。
【 請 求 項 ８ 】
　 各 前 記 吸 着 部 材 は 前 記 第 ２ 凹 溝 に 接 着 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 静 電  
パ レ ッ ト 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 絶 縁 層 の 厚 さ は ０ ． ６ ｍ ｍ 以 上 ０ ． ８ ｍ ｍ 以 下 で あ り 、 前 記 電 極 層 の 厚 さ は ０ ． ０  
３ ｍ ｍ 以 上 ０ ． ０ ４ ｍ ｍ 以 下 で あ り 、 前 記 誘 電 体 層 の 厚 さ は ０ ． ２ ５ ｍ ｍ 以 上 ０ ． ３ ５ ｍ  
ｍ 以 下 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 静 電 パ レ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 絶 縁 層 の 材 質 に は 、 セ ラ ミ ッ ク が 含 ま れ 、 前 記 パ レ ッ ト 本 体 の 材 質 に は 、 金 属 が 含  
ま れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 静 電 パ レ ッ ト 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 チ ャ ッ ク と 、 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 静 電 パ レ ッ ト と を 含 み 、
　 前 記 静 電 パ レ ッ ト は 前 記 チ ャ ッ ク に 設 け ら れ 、 複 数 の 前 記 ウ ェ ハ を 吸 着 さ せ る こ と に 用  
い ら れ る 、 こ と を 特 徴 と す る ベ ー ス 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 電 力 供 給 ア セ ン ブ リ と 、 高 周 波 供 給 ア セ ン ブ リ と を さ ら に 含 み 、
　 前 記 電 力 供 給 ア セ ン ブ リ は 前 記 電 圧 供 給 部 材 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 電 力 供 給 ア セ ン  
ブ リ は 直 流 電 源 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 直 流 電 源 か ら 供 給 さ れ た 直 流 電 圧 を 前 記 電 圧 供  
給 部 材 に 供 給 す る こ と に 用 い ら れ 、 前 記 高 周 波 供 給 ア セ ン ブ リ は 前 記 チ ャ ッ ク に 電 気 的 に  
接 続 さ れ 、 前 記 チ ャ ッ ク に よ っ て 高 周 波 を 前 記 静 電 パ レ ッ ト に 供 給 す る こ と に 用 い ら れ る  
、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の ベ ー ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 半 導 体 装 置 の 技 術 分 野 に 関 し 、 具 体 的 に は 、 静 電 パ レ ッ ト 及 び ベ ー ス に 関 す  
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 ｍ ｉ ｎ ｉ Ｌ Ｅ Ｄ 及 び ｍ ｉ ｃ ｒ ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 市 場 の 発 展 に 伴 い 、 従 来 の Ｌ Ｅ Ｄ に 使 用 さ  
れ る 複 数 枚 の 機 械 パ レ ッ ト は 、 ウ ェ ハ の エ ッ ジ 利 用 率 及 び 均 一 性 に 対 す る 市 場 の 要 件 を 満  
た す こ と が で き な く な っ た 。 静 電 パ レ ッ ト は 、 機 械 チ ャ ッ ク に 用 い ら れ る 蓋 板 に よ っ て ウ  
ェ ハ を 押 し 付 け る 必 要 が な く 、 ク ー ロ ン 力 （ 静 電 力 と も 呼 ば れ る ） で ウ ェ ハ を 吸 着 さ せ る  
た め 、 ウ ェ ハ の エ ッ ジ を 半 導 体 プ ロ セ ス の 環 境 に 完 全 に 晒 さ す こ と が で き 、 エ ッ ジ 利 用 率  
及 び 均 一 性 を 向 上 さ せ る 。 そ の た め 、 従 来 の マ ル チ チ ッ プ Ｌ Ｅ Ｄ に 対 処 す る た め に 、 多 枚  
葉 式 静 電 パ レ ッ ト が 開 発 さ れ て お り 、 多 枚 葉 式 静 電 パ レ ッ ト は 、 複 数 の ウ ェ ハ 積 載 位 置 を  
提 供 し た 上 で 、 ウ ェ ハ 間 の 均 一 性 、 ウ ェ ハ 内 の 均 一 性 及 び エ ッ ジ 利 用 率 が 低 い と い う 問 題  
を 効 果 的 に 解 決 し 、 機 台 の 競 争 力 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 多 枚 葉 式 静 電 パ レ ッ ト は 、 焼 結 さ れ た セ ラ ミ ッ ク 基 体 と 、 頂 部 か ら 底 部 ま で 基 体  
に 焼 結 さ れ た 誘 電 体 層 、 電 極 層 及 び 絶 縁 層 と 、 を 含 み 、 半 導 体 プ ロ セ ス で は 、 直 流 電 圧 を  
電 極 層 に 供 給 す る こ と で 、 電 極 層 と 複 数 の ウ ェ ハ と の 間 に ク ー ロ ン 力 を 形 成 し 、 複 数 の ウ  
ェ ハ を 誘 電 体 層 に 吸 着 し 、 高 周 波 （ Ｒ ａ ｄ ｉ ｏ   Ｆ ｒ ｅ ｑ ｕ ｅ ｎ ｃ ｙ 、 Ｒ Ｆ と 略 称 す る ）  
を 電 極 層 に 結 合 し 、 プ ラ ズ マ を 吸 引 し て ウ ェ ハ に 衝 撃 を 与 え て エ ッ チ ン グ す る 。 多 枚 葉 式  
静 電 パ レ ッ ト 構 造 の 強 度 を 考 慮 す る と 、 基 体 に お け る 絶 縁 層 は セ ラ ミ ッ ク で あ り 、 そ の 厚  
さ （ 例 え ば １ ． ５ ｍ ｍ ～ ２ ｍ ｍ ） も 増 加 す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 高 周 波 が 絶 縁 層 及 び 誘 電  
体 層 を 介 し て プ ラ ズ マ を 円 滑 に 吸 引 す る こ と を 保 証 す る た め に 、 電 極 層 に は 、 絶 縁 層 か ら  
誘 電 体 層 へ の 方 向 に 間 隔 を あ け て 設 け ら れ た 複 数 の 層 構 造 が 含 ま れ る 必 要 が あ り 、 そ れ に  
よ っ て 、 高 周 波 が 絶 縁 層 に 近 い 層 構 造 か ら 複 数 の 層 構 造 を 経 由 し て 誘 電 体 層 に 近 い 層 構 造  
に 徐 々 に 結 合 さ れ る 。 さ ら に 、 電 極 層 に は 複 数 の 層 構 造 を 電 気 的 に 接 続 で き る 電 気 的 接 続  
構 造 が 含 ま れ る 必 要 も あ り 、 そ れ に よ っ て 、 複 数 の 層 構 造 を 介 し て 直 流 電 圧 を 誘 電 体 層 に  
近 い 層 構 造 に 供 給 で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 電 極 層 の 層 構 造 の 数 が 多 い ほ ど 、 電 気 的 接 続 構 造 の 焼 結 プ ロ セ ス 技 術 の  
難 易 度 が 大 き く 、 コ ス ト が 高 く 、 ま た 、 絶 縁 層 が 厚 い た め 、 高 周 波 の 結 合 効 率 に 深 刻 な 影  
響 を 与 え 、 そ の 結 果 、 エ ッ チ ン グ レ ー ト に 影 響 を 与 え る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 技 術 に 存 在 す る 技 術 的 課 題 の 少 な く と も １ つ を 解 決 す る た め に 、 多 枚 葉  
式 静 電 パ レ ッ ト の 加 工 難 易 度 及 び コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き 、 且 つ 高 周 波 の 結 合 効 率 を  
向 上 さ せ 、 半 導 体 プ ロ セ ス の 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 、 静 電 パ レ ッ ト 及 び ベ ー ス を  
提 案 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 複 数 の ウ ェ ハ を 吸 着 さ せ る 静 電 パ レ ッ ト で あ っ て 、 パ  
レ ッ ト 本 体 と 、 電 圧 供 給 部 材 と 、 複 数 の 吸 着 部 材 と を 含 み 、 複 数 の 前 記 吸 着 部 材 は 前 記 パ  
レ ッ ト 本 体 に 間 隔 を あ け て 設 け ら れ 、 各 前 記 吸 着 部 材 は 、 い ず れ も 前 記 パ レ ッ ト 本 体 か ら  
離 れ る 方 向 に 沿 っ て 順 に 設 け ら れ た 絶 縁 層 、 電 極 層 及 び 誘 電 体 層 を 含 み 、 前 記 電 圧 供 給 部  
材 は 、 前 記 吸 着 部 材 と 前 記 パ レ ッ ト 本 体 と の 間 に 設 け ら れ 、 複 数 の 前 記 吸 着 部 材 の 前 記 電  
極 層 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 電 圧 供 給 部 材 は 各 前 記 吸 着 部 材 の 前 記 電 極 層 に 直 流 電 圧 を  
供 給 す る こ と で 、 複 数 の 前 記 吸 着 部 材 に よ っ て １ 対 １ で 対 応 し て 複 数 の 前 記 ウ ェ ハ を 吸 着  
さ せ る 、 静 電 パ レ ッ ト を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 任 意 選 択 的 に 、 前 記 静 電 パ レ ッ ト は 、 位 置 決 め 部 材 を さ ら に 含 み 、 前 記 位 置 決 め 部 材 は  
前 記 パ レ ッ ト 本 体 に 設 け ら れ 、 前 記 位 置 決 め 部 材 に は 、 間 隔 を あ け て 設 け ら れ た 複 数 の 位  
置 決 め 貫 通 孔 が 開 け ら れ 、 複 数 の 前 記 吸 着 部 材 は 複 数 の 前 記 位 置 決 め 貫 通 孔 に １ 対 １ で 対  
応 し て 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 任 意 選 択 的 に 、 各 前 記 吸 着 部 材 の 前 記 絶 縁 層 の い ず れ に も 貫 通 孔 が 設 け ら れ 、 前 記 貫 通  
孔 は 前 記 絶 縁 層 を 前 記 電 極 層 ま で 貫 通 し 、 前 記 電 圧 供 給 部 材 は リ ー ド 構 造 を 含 み 、 前 記 リ  
ー ド 構 造 は 引 き 込 み 端 と 供 給 端 を 有 し 、 前 記 引 き 込 み 端 は 直 流 電 源 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る  
こ と に 用 い ら れ 、 前 記 供 給 端 の 数 は 前 記 吸 着 部 材 の 数 と 同 じ で あ り 、 前 記 供 給 端 は 前 記 貫  
通 孔 を 介 し て 前 記 電 極 層 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 任 意 選 択 的 に 、 前 記 リ ー ド 構 造 は 、 引 き 込 み 線 、 複 数 の 供 給 線 、 及 び 開 口 部 を 有 す る 環  
状 線 を 含 み 、 前 記 引 き 込 み 線 は 、 一 端 が 前 記 環 状 線 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 他 端 が 前 記 引 き  
込 み 端 と し 、 複 数 の 供 給 線 は 前 記 環 状 線 の 周 方 向 に 沿 っ て 間 隔 を あ け て 設 け ら れ 、 各 前 記  
供 給 線 は い ず れ も 、 一 端 が 前 記 環 状 線 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 他 端 が 前 記 供 給 端 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 任 意 選 択 的 に 、 前 記 電 圧 供 給 部 材 は 、 絶 縁 ス リ ー ブ と 、 複 数 の 弾 性 導 電 部 材 と を さ ら に  
含 み 、 前 記 絶 縁 ス リ ー ブ は 、 前 記 引 き 込 み 線 、 複 数 の 供 給 線 、 及 び 前 記 環 状 線 の 外 部 に 外  
嵌 さ れ 、 複 数 の 前 記 弾 性 導 電 部 材 は 、 複 数 の 前 記 供 給 端 に １ 対 １ で 対 応 し て 設 け ら れ 、 複  
数 の 前 記 弾 性 導 電 部 材 は 、 複 数 の 前 記 吸 着 部 材 の 前 記 電 極 層 に １ 対 １ で 対 応 し て 弾 性 的 に  
電 気 的 に 接 触 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 任 意 選 択 的 に 、 前 記 パ レ ッ ト 本 体 に は 、 第 １ 凹 溝 と 、 引 き 込 み 通 路 と が 設 け ら れ 、 前 記  
第 １ 凹 溝 の 形 状 は 前 記 電 圧 供 給 部 材 の 形 状 に 適 合 し 、 前 記 電 圧 供 給 部 材 は 前 記 第 １ 凹 溝 に  
嵌 め 込 ま れ 、 前 記 引 き 込 み 通 路 は 、 前 記 第 １ 凹 溝 に 連 通 し 、 前 記 パ レ ッ ト 本 体 を 貫 通 し 、  
前 記 引 き 込 み 端 が 前 記 直 流 電 源 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る こ と に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 任 意 選 択 的 に 、 前 記 パ レ ッ ト 本 体 に は 、 複 数 の 第 ２ 凹 溝 が 間 隔 を あ け て 設 け ら れ 、 複 数  
の 前 記 第 ２ 凹 溝 は 前 記 第 １ 凹 溝 の 前 記 供 給 端 が 嵌 め 込 ま れ る 部 分 に 連 通 し 、 各 前 記 第 ２ 凹  
溝 の 形 状 は 各 前 記 吸 着 部 材 の 形 状 に 適 合 し 、 複 数 の 前 記 吸 着 部 材 は 複 数 の 前 記 第 ２ 凹 溝 に  
１ 対 １ で 対 応 し て 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 任 意 選 択 的 に 、 各 前 記 吸 着 部 材 は 前 記 第 ２ 凹 溝 に 接 着 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 任 意 選 択 的 に 、 前 記 絶 縁 層 の 厚 さ は ０ ． ６ ｍ ｍ 以 上 ０ ． ８ ｍ ｍ 以 下 で あ り 、 前 記 電 極 層  
の 厚 さ は ０ ． ０ ３ ｍ ｍ 以 上 ０ ． ０ ４ ｍ ｍ 以 下 で あ り 、 前 記 誘 電 体 層 の 厚 さ は ０ ． ２ ５ ｍ ｍ  
以 上 ０ ． ３ ５ ｍ ｍ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 任 意 選 択 的 に 、 前 記 絶 縁 層 の 材 質 に は 、 セ ラ ミ ッ ク が 含 ま れ 、 前 記 パ レ ッ ト 本 体 の 材 質  
に は 、 金 属 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 は 、 チ ャ ッ ク と 、 本 発 明 に 係 る 前 記 静 電 パ レ ッ ト と を 含 み 、 前 記 静 電 パ レ ッ ト は  
前 記 チ ャ ッ ク に 設 け ら れ 、 複 数 の 前 記 ウ ェ ハ を 吸 着 さ せ る こ と に 用 い ら れ る ベ ー ス を さ ら  
に 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 任 意 選 択 的 に 、 前 記 ベ ー ス は 、 電 力 供 給 ア セ ン ブ リ と 、 高 周 波 供 給 ア セ ン ブ リ と を さ ら  
に 含 み 、 前 記 電 力 供 給 ア セ ン ブ リ は 前 記 電 圧 供 給 部 材 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 電 力 供 給  
ア セ ン ブ リ は 前 記 直 流 電 源 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 直 流 電 源 か ら 供 給 さ れ た 直 流 電 圧 を  
前 記 電 圧 供 給 部 材 に 供 給 す る こ と に 用 い ら れ 、 前 記 高 周 波 供 給 ア セ ン ブ リ は 前 記 チ ャ ッ ク  
に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 チ ャ ッ ク に よ っ て 高 周 波 を 前 記 静 電 パ レ ッ ト に 供 給 す る こ と に  
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用 い ら れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 は 以 下 の 有 益 な 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 静 電 パ レ ッ ト は 、 互 い に 独 立 し た パ レ ッ ト 本 体 、 電 圧 供 給 部 材 、 位 置 決 め  
部 材 、 及 び 複 数 の 吸 着 部 材 を 設 計 し 、 複 数 の 吸 着 部 材 を 位 置 決 め 部 材 の 複 数 の 位 置 決 め 貫  
通 孔 に 設 け る こ と に よ り 、 電 圧 供 給 部 材 を 吸 着 部 材 と パ レ ッ ト 本 体 と の 間 に 設 け 、 そ れ に  
よ っ て 、 パ レ ッ ト 本 体 を 利 用 し て 電 圧 供 給 部 材 及 び 複 数 の 吸 着 部 材 を 載 置 す る こ と が で き  
、 そ れ に よ り 、 パ レ ッ ト 本 体 に よ っ て 静 電 パ レ ッ ト の 構 造 の 強 度 を 保 証 す る こ と が で き 、  
複 数 の ウ ェ ハ を 吸 着 さ せ る た め の 吸 着 部 材 に 依 存 せ ず に 静 電 パ レ ッ ト の 構 造 の 強 度 を 保 証  
す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 設 計 に よ り 、 静 電 パ レ ッ ト の 構 造 の 強 度 を 保 証 す る た め に  
吸 着 部 材 の 絶 縁 層 を 厚 く 設 計 す る 必 要 が な く な り 、 す な わ ち 、 本 発 明 に 係 る 静 電 パ レ ッ ト  
の 吸 着 部 材 の 絶 縁 層 は 、 従 来 技 術 に お け る 多 枚 葉 式 静 電 パ レ ッ ト の 絶 縁 層 よ り 薄 く 設 計 す  
る こ と が で き 、 こ の よ う に し て 、 高 周 波 は 吸 着 部 材 の 絶 縁 層 及 び 誘 電 体 層 を 介 し て プ ラ ズ  
マ を よ り 容 易 に 吸 引 す る こ と が で き 、 高 周 波 の エ ネ ル ギ ー 損 失 を さ ら に 回 避 し 、 高 周 波 の  
結 合 効 率 を 向 上 さ せ る 。 ま た 、 本 発 明 に 係 る 静 電 パ レ ッ ト の 複 数 の 吸 着 部 材 の 電 極 層 は い  
ず れ も 同 一 層 に あ り 、 従 来 技 術 の よ う に 、 異 な る 層 に 位 置 す る 複 数 の 電 極 層 の 間 に 複 数 の  
電 極 層 を 電 気 的 に 接 続 す る 電 気 的 接 続 構 造 を 設 計 す る 必 要 が な く 、 電 圧 供 給 部 材 の み に よ  
っ て 各 吸 着 部 材 の 電 極 層 に 直 流 電 圧 を 供 給 す れ ば よ い 。 上 記 設 計 に よ り 、 本 発 明 の 技 術 的  
解 決 手 段 は 、 多 枚 葉 式 静 電 パ レ ッ ト の 加 工 難 易 度 及 び コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き 、 多 枚  
葉 式 静 電 パ レ ッ ト の 加 工 を 可 能 に し 、 高 周 波 の 結 合 効 率 を 向 上 さ せ 、 エ ッ チ ン グ レ ー ト を  
向 上 さ せ 、 そ れ に よ り 、 半 導 体 プ ロ セ ス の 効 率 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る ベ ー ス は 、 チ ャ ッ ク に 本 発 明 に 係 る 静 電 パ レ ッ ト を 設 け 、 本 発 明 に 係 る 静  
電 パ レ ッ ト を 利 用 し て 複 数 の ウ ェ ハ を 吸 着 さ せ る こ と に よ り 、 多 枚 葉 式 静 電 パ レ ッ ト の 加  
工 難 易 度 及 び コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き 、 多 枚 葉 式 静 電 パ レ ッ ト の 加 工 を 可 能 に し 、 且  
つ 高 周 波 の 結 合 効 率 を 向 上 さ せ 、 半 導 体 プ ロ セ ス の 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 静 電 パ レ ッ ト の 分 解 構 造 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 静 電 パ レ ッ ト の 部 分 断 面 立 体 構 造 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 静 電 パ レ ッ ト の 部 分 断 面 側 面 構 造 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 静 電 パ レ ッ ト の 吸 着 部 材 の 正 面 構 造 概 略 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 静 電 パ レ ッ ト の 吸 着 部 材 の 側 面 断 面 構 造 概 略 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 静 電 パ レ ッ ト の 電 圧 供 給 部 材 の 正 面 構 造 概 略 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 静 電 パ レ ッ ト の 電 圧 供 給 部 材 の 立 体 構 造 概 略 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 静 電 パ レ ッ ト の パ レ ッ ト 本 体 の 正 面 構 造 概 略 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る ベ ー ス の 構 造 概 略 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 当 業 者 が 本 発 明 の 技 術 的 解 決 手 段 を よ り よ く 理 解 す る た め に 、 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本  
発 明 に 係 る 静 電 パ レ ッ ト 及 び ベ ー ス に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ ～ 図 ５ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 実 施 例 は 、 複 数 の ウ ェ ハ ６ を 吸 着 さ せ る た め の 静 電  
パ レ ッ ト ２ を 提 供 し 、 静 電 パ レ ッ ト ２ は 、 パ レ ッ ト 本 体 ２ １ と 、 電 圧 供 給 部 材 ２ ２ と 、 複  
数 の 吸 着 部 材 ２ ３ と を 含 み 、 複 の 吸 着 部 材 ２ ３ は パ レ ッ ト 本 体 ２ １ に 設 け ら れ る 。 任 意 選  
択 的 に 、 静 電 パ レ ッ ト ２ は 位 置 決 め 部 材 ２ ５ を さ ら に 含 ん で も よ く 、 該 位 置 決 め 部 材 ２ ５  
の 材 質 に は 、 例 え ば 石 英 が 含 ん で も よ く 、 又 は 絶 縁 性 ・ 耐 高 温 性 の 他 の 材 質 が 使 用 さ れ て  
も よ い 。 位 置 決 め 部 材 ２ ５ は 、 パ レ ッ ト 本 体 ２ １ に 設 け ら れ 、 位 置 決 め 部 材 ２ ５ に は 、 間  
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隔 を あ け て 設 け ら れ た 複 数 の 位 置 決 め 貫 通 孔 ２ ５ １ が 開 け ら れ 、 複 数 の 吸 着 部 材 ２ ３ は 複  
数 の 位 置 決 め 貫 通 孔 ２ ５ １ に １ 対 １ で 対 応 し て 設 け ら れ る 。 上 記 位 置 決 め 部 材 ２ ５ を 設 け  
る こ と に よ り 、 位 置 決 め 部 材 ２ ５ に 間 隔 を あ け て 開 け ら れ た 複 数 の 位 置 決 め 貫 通 孔 ２ ５ １  
は 、 複 数 の 吸 着 部 材 ２ ３ を 位 置 決 め す る こ と が で き る だ け で な く 、 複 数 の 吸 着 部 材 ２ ３ が  
複 数 の ウ ェ ハ ６ を １ 対 １ で 対 応 し て 吸 着 さ せ る 時 に 、 複 数 の ウ ェ ハ ６ が 複 数 の 位 置 決 め 貫  
通 孔 ２ ５ １ に １ 対 １ で 対 応 し て 位 置 す る よ う に し 、 複 数 の 位 置 決 め 貫 通 孔 ２ ５ １ を 利 用 し  
て 複 数 の ウ ェ ハ ６ を １ 対 １ で 対 応 し て 位 置 決 め す る こ と が で き 、 そ れ に よ り 、 ウ ェ ハ ６ が  
半 導 体 プ ロ セ ス で 移 動 す る こ と を 回 避 し 、 さ ら に 静 電 パ レ ッ ト ２ の 使 用 安 定 性 を 向 上 さ せ  
、 半 導 体 プ ロ セ ス の 安 定 性 を 向 上 さ せ る 。 勿 論 、 実 際 の 応 用 に は 、 他 の 任 意 の 構 造 を 用 い  
て 吸 着 部 材 ２ ３ の 位 置 決 め を 実 現 す る よ う に し て も よ く 、 或 い は 、 接 着 等 の 方 式 を 用 い て  
複 数 の 吸 着 部 材 ２ ３ を パ レ ッ ト 本 体 ２ １ に 直 接 固 定 す る よ う に し て も よ く 、 ま た 、 他 の 任  
意 の 構 造 を 用 い て 吸 着 部 材 ２ ３ 上 の ウ ェ ハ ６ を 位 置 決 め す る よ う に し て も よ い が 、 本 発 明  
の 実 施 例 は 特 に 限 定 し な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 各 吸 着 部 材 ２ ３ は 、 い ず れ も パ レ ッ ト 本 体 ２ １ か ら 離 れ る 方 向 に 沿 っ て 順 に 設 け ら れ た  
絶 縁 層 ２ ３ １ 、 電 極 層 ２ ３ ２ 、 及 び 誘 電 体 層 ２ ３ ３ を 含 み 、 電 圧 供 給 部 材 ２ ２ は 、 吸 着 部  
材 ２ ３ と パ レ ッ ト 本 体 ２ １ と の 間 に 設 け ら れ 、 複 数 の 吸 着 部 材 ２ ３ の 電 極 層 ２ ３ ２ に 電 気  
的 に 接 続 さ れ 、 電 圧 供 給 部 材 ２ ２ は 各 吸 着 部 材 ２ ３ の 電 極 層 ２ ３ ２ に 直 流 電 圧 を 供 給 す る  
こ と で 、 複 数 の 吸 着 部 材 ２ ３ に よ っ て 複 数 の ウ ェ ハ ６ を １ 対 １ で 対 応 し て 吸 着 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 静 電 パ レ ッ ト ２ は 、 互 い に 独 立 し た パ レ ッ ト 本 体 ２ １ 、 電 圧 供 給  
部 材 ２ ２ 、 位 置 決 め 部 材 ２ ５ 、 及 び 複 数 の 吸 着 部 材 ２ ３ を 設 計 し 、 複 数 の 吸 着 部 材 ２ ３ を  
位 置 決 め 部 材 ２ ５ の 複 数 の 位 置 決 め 貫 通 孔 ２ ５ １ に 設 け る こ と に よ り 、 電 圧 供 給 部 材 ２ ２  
を 吸 着 部 材 ２ ３ と パ レ ッ ト 本 体 ２ １ と の 間 に 設 け 、 パ レ ッ ト 本 体 ２ １ を 利 用 し て 電 圧 供 給  
部 材 ２ ２ 及 び 複 数 の 吸 着 部 材 ２ ３ を 載 置 す る こ と が で き 、 そ れ に よ っ て 、 パ レ ッ ト 本 体 ２  
１ に よ っ て 静 電 パ レ ッ ト ２ の 構 造 の 強 度 を 保 証 す る こ と が で き 、 複 数 の ウ ェ ハ ６ を 吸 着 さ  
せ る た め の 吸 着 部 材 ２ ３ に 依 存 せ ず に 静 電 パ レ ッ ト ２ の 構 造 の 強 度 を 保 証 す る こ と が で き  
る 。 こ の よ う な 設 計 に よ り 、 静 電 パ レ ッ ト ２ の 構 造 の 強 度 を 保 証 す る た め に 吸 着 部 材 ２ ３  
の 絶 縁 層 ２ ３ １ を 厚 く 設 計 す る 必 要 が な く な り 、 す な わ ち 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 静 電 パ  
レ ッ ト ２ の 吸 着 部 材 ２ ３ の 絶 縁 層 ２ ３ １ は 、 従 来 技 術 に お け る 多 枚 葉 式 静 電 パ レ ッ ト ２ の  
絶 縁 層 ２ ３ １ よ り 薄 く 設 計 す る こ と が で き 、 こ の よ う に し て 、 高 周 波 は 吸 着 部 材 ２ ３ の 絶  
縁 層 ２ ３ １ 及 び 誘 電 体 層 ２ ３ ３ を 介 し て プ ラ ズ マ を よ り 容 易 に 吸 引 す る こ と が で き 、 高 周  
波 の エ ネ ル ギ ー 損 失 を さ ら に 回 避 し 、 高 周 波 の 結 合 効 率 を 向 上 さ せ る 。 ま た 、 本 発 明 の 実  
施 例 に 係 る 静 電 パ レ ッ ト ２ の 複 数 の 吸 着 部 材 ２ ３ は い ず れ も パ レ ッ ト 本 体 ２ １ に 設 け ら れ  
、 こ れ に よ り 複 数 の 吸 着 部 材 ２ ３ の 電 極 層 ２ ３ ２ は い ず れ も 同 一 層 に あ り 、 従 来 技 術 の よ  
う に 、 異 な る 層 に 位 置 す る 複 数 の 電 極 層 の 間 に 複 数 の 電 極 層 を 電 気 的 に 接 続 す る 電 気 的 接  
続 構 造 を 設 計 す る 必 要 が な く 、 電 圧 供 給 部 材 ２ ２ の み に よ っ て 各 吸 着 部 材 ２ ３ の 電 極 層 ２  
３ ２ に 直 流 電 圧 を 供 給 す れ ば よ い 。 上 記 設 計 に よ り 、 本 発 明 の 実 施 例 の 技 術 的 解 決 手 段 は  
、 多 枚 葉 式 静 電 パ レ ッ ト ２ の 加 工 難 易 度 及 び コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き 、 多 枚 葉 式 静 電  
パ レ ッ ト ２ の 加 工 を 可 能 に し 、 高 周 波 の 結 合 効 率 を 向 上 さ せ 、 エ ッ チ ン グ レ ー ト を 向 上 さ  
せ 、 そ れ に よ り 、 半 導 体 プ ロ セ ス の 効 率 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 半 導 体 プ ロ セ ス で は 、 電 圧 供 給 部 材 ２ ２ は 各 吸 着 部 材 ２ ３ の 電 極 層 ２ ３ ２ に 直 流 電 圧 を  
供 給 す る こ と が で き 、 各 吸 着 部 材 ２ ３ の 電 極 層 ２ ３ ２ は 、 複 数 の ウ ェ ハ ６ に １ 対 １ で 対 応  
し て 分 極 さ れ て 正 負 の 反 対 す る 電 荷 を 生 成 し 、 複 数 の 吸 着 部 材 ２ ３ と 対 応 す る ウ ェ ハ ６ と  
の 間 に ク ー ロ ン 力 が 形 成 さ れ 、 そ れ に よ り 、 複 数 の 吸 着 部 材 ２ ３ は 複 数 の ウ ェ ハ ６ を １ 対  
１ で 対 応 し て 吸 着 さ せ る こ と が で き 、 さ ら に 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 静 電 パ レ ッ ト ２ は 複  
数 の ウ ェ ハ ６ を 吸 着 さ せ て 載 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 半 導 体 プ ロ セ ス で は 、 高 周 波 は 、 複 数 の 吸 着 部 材 ２ ３ の 電 極 層 ２ ３ ２ に 結 合 さ れ る こ と  
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で 、 プ ラ ズ マ を 吸 引 し て 複 数 の 吸 着 部 材 ２ ３ に 吸 着 さ せ た 複 数 の ウ ェ ハ ６ に 衝 撃 を 与 え 、  
複 数 の ウ ェ ハ ６ を エ ッ チ ン グ す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 静 電 パ レ ッ ト ２ の 設 計 に よ り 、 任 意 選 択 的 に 、 絶 縁 層 ２ ３ １ の 厚  
さ は ０ ． ６ ｍ ｍ 以 上 ０ ． ８ ｍ ｍ 以 下 で あ っ て も よ い 。 こ の 厚 さ は 、 従 来 技 術 に お け る 多 枚  
葉 式 静 電 パ レ ッ ト の 厚 さ １ ． ５ ｍ ｍ ～ ２ ｍ ｍ の 絶 縁 層 に 比 べ て 薄 く な り 、 そ れ に よ り 、 高  
周 波 の 絶 縁 層 ２ ３ １ を 通 過 す る 時 の 損 失 を 低 減 す る こ と が で き 、 さ ら に 、 高 周 波 の 結 合 効  
率 を 向 上 さ せ 、 半 導 体 プ ロ セ ス の 効 率 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の １ つ の 好 ま し い 実 施 例 で は 、 絶 縁 層 ２ ３ １ の 厚 さ は ０ ． ６ ７ ｍ ｍ で あ っ て も よ  
い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 任 意 選 択 的 に 、 電 極 層 ２ ３ ２ の 厚 さ は ０ ． ０ ３ ｍ ｍ 以 上 ０ ． ０ ４ ｍ ｍ 以 下 で あ っ て も よ  
い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 任 意 選 択 的 に 、 誘 電 体 層 ２ ３ ３ の 厚 さ は ０ ． ２ ５ ｍ ｍ 以 上 ０ ． ３ ５ ｍ ｍ 以 下 で あ っ て も  
よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 の １ つ の 好 ま し い 実 施 例 で は 、 電 極 層 ２ ３ ２ の 厚 さ は ０ ． ０ ３ ｍ ｍ で あ っ て も よ  
い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 の １ つ の 好 ま し い 実 施 例 で は 、 誘 電 体 層 ２ ３ ３ の 厚 さ は ０ ． ３ ｍ ｍ で あ っ て も よ  
い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 の １ つ の 好 ま し い 実 施 例 で は 、 パ レ ッ ト 本 体 ２ １ の 材 質 に は 、 金 属 が 含 ま れ て も  
よ い 。 こ の よ う な 設 計 の 原 因 と し て は 、 金 属 が 導 体 で あ り 、 高 周 波 が 吸 着 部 材 ２ ３ の 電 極  
層 ２ ３ ２ に 結 合 す る に は パ レ ッ ト 本 体 ２ １ を 通 過 す る 必 要 が あ る た め 、 こ の よ う に し て 、  
静 電 パ レ ッ ト の 構 造 の 強 度 を 保 証 し た 上 で 、 高 周 波 が パ レ ッ ト 本 体 ２ １ を 通 過 す る 時 の 損  
失 を 減 少 、 さ ら に 回 避 す る こ と が で き 、 そ れ に よ り 、 高 周 波 の 結 合 効 率 を 向 上 さ せ 、 半 導  
体 プ ロ セ ス の 効 率 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 任 意 選 択 的 に 、 パ レ ッ ト 本 体 ２ １ の 材 質 に は 、 ア ル ミ ニ ウ ム が 含 ま れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 の １ つ の 好 ま し い 実 施 例 で は 、 絶 縁 層 ２ ３ １ の 材 質 に は 、 セ ラ ミ ッ ク が 含 ま れ て  
も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 の １ つ の 好 ま し い 実 施 例 で は 、 誘 電 体 層 ２ ３ ３ の 材 質 に は 、 セ ラ ミ ッ ク が 含 ま れ  
て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 の １ つ の 好 ま し い 実 施 例 で は 、 吸 着 部 材 ２ ３ の 誘 電 体 層 ２ ３ ３ 、 電 極 層 ２ ３ ２ 、  
及 び 絶 縁 層 ２ ３ １ は 、 焼 結 に よ り 作 製 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ２ 、 図 ３ ～ 図 ５ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の １ つ の 好 ま し い 実 施 例 で は 、 各 吸 着 部 材 ２ ３  
の 絶 縁 層 ２ ３ １ の い ず れ に も 貫 通 孔 ２ ３ ４ が 設 け ら れ て も よ く 、 貫 通 孔 ２ ３ ４ は 、 絶 縁 層  
２ ３ １ を 電 極 層 ２ ３ ２ ま で 貫 通 し 、 電 圧 供 給 部 材 ２ ２ は リ ー ド 構 造 ２ ２ １ を 含 み 、 リ ー ド  
構 造 ２ ２ １ は 引 き 込 み 端 及 び 供 給 端 を 有 し 、 引 き 込 み 端 は 直 流 電 源 （ 図 示 せ ず ） に 電 気 的  
に 接 続 さ れ る こ と に 用 い ら れ 、 供 給 端 の 数 は 吸 着 部 材 ２ ３ の 数 と 同 じ で あ り 、 供 給 端 は 貫  
通 孔 ２ ３ ４ を 介 し て 電 極 層 ２ ３ ２ に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 供 給 端 は 引 き 込 み 端 を 介 し て 引 き  
込 み さ れ た 直 流 電 圧 を 電 極 層 ２ ３ ２ に 供 給 す る こ と に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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　 つ ま り 、 リ ー ド 構 造 ２ ２ １ は 、 引 き 込 み 端 及 び 吸 着 部 材 ２ ３ と 同 数 の 供 給 端 を 有 し 、 引  
き 込 み 端 は 、 直 流 電 源 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る こ と で 、 直 流 電 源 か ら 供 給 さ れ た 直 流 電 圧 を  
リ ー ド 構 造 ２ ２ １ に 供 給 す る こ と が で き 、 す な わ ち 、 直 流 電 源 か ら 供 給 さ れ た 直 流 電 圧 は  
引 き 込 み 端 を 介 し て リ ー ド 構 造 ２ ２ １ に 供 給 さ れ る 。 供 給 端 は 複 数 の 吸 着 部 材 ２ ３ の 貫 通  
孔 ２ ３ ４ を １ 対 １ で 対 応 し て 貫 通 し て お り 、 貫 通 孔 ２ ３ ４ は 吸 着 部 材 ２ ３ の 絶 縁 層 ２ ３ １  
を 電 極 層 ２ ３ ２ ま で 貫 通 す る た め 、 供 給 端 は 、 複 数 の 吸 着 部 材 ２ ３ の 貫 通 孔 ２ ３ ４ を １ 対  
１ で 対 応 し て 貫 通 し て お り 、 複 数 の 吸 着 部 材 ２ ３ の 電 極 層 ２ ３ ２ に １ 対 １ で 対 応 し て 電 気  
的 に 接 続 す る こ と が で き る 。 リ ー ド 構 造 ２ ２ １ に 供 給 さ れ た 直 流 電 圧 は 、 供 給 端 を 介 し て  
複 数 の 吸 着 部 材 ２ ３ の 電 極 層 ２ ３ ２ に １ 対 １ で 対 応 し て 供 給 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ６ ～ 図 ７ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の １ つ の 好 ま し い 実 施 例 で は 、 リ ー ド 構 造 ２ ２ １ は 、  
引 き 込 み 線 ２ ２ １ １ 、 複 数 の 供 給 線 ２ ２ １ ２ 、 及 び 開 口 部 を 有 す る 環 状 線 ２ ２ １ ３ を 含 ん  
で も よ く 、 引 き 込 み 線 ２ ２ １ １ は 、 一 端 が 環 状 線 ２ ２ １ ３ に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 他 端 が 引  
き 込 み 端 と し 、 複 数 の 供 給 線 ２ ２ １ ２ は 環 状 線 ２ ２ １ ３ の 周 方 向 に 沿 っ て 間 隔 を あ け て 設  
け ら れ 、 各 供 給 線 ２ ２ １ ２ は い ず れ も 、 一 端 が 環 状 線 ２ ２ １ ３ に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 他 端  
が 供 給 端 と す る 。 具 体 的 に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 吸 着 部 材 ２ ３ は ５ つ あ り 、 そ れ ら の う  
ち の １ つ の 吸 着 部 材 ２ ３ は 、 パ レ ッ ト 本 体 ２ １ の 中 心 位 置 に あ り 、 残 り の ４ つ の 吸 着 部 材  
２ ３ は 、 パ レ ッ ト 本 体 ２ １ の 周 方 向 に 沿 っ て 中 心 位 置 に あ る 吸 着 部 材 ２ ３ の 周 囲 に 対 称 的  
に 分 布 す る 。 こ の 場 合 、 供 給 線 ２ ２ １ ２ は ５ つ あ り 、 そ れ ら の う ち の １ つ の 供 給 線 ２ ２ １  
２ は 、 環 状 線 ２ ２ １ ３ の 内 側 に 位 置 し 、 中 心 位 置 に あ る 吸 着 部 材 ２ ３ の 電 極 層 ２ ３ ２ に 電  
気 的 に 接 続 さ れ 、 残 り の ４ つ の 供 給 線 ２ ２ １ ２ は 、 い ず れ も 環 状 線 ２ ２ １ ３ の 外 側 に 位 置  
し 、 残 り の ４ つ の 吸 着 部 材 ２ ３ の 電 極 層 ２ ３ ２ に １ 対 １ で 対 応 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。  
好 ま し く は 、 引 き 込 み 線 ２ ２ １ １ と 、 環 状 線 ２ ２ １ ３ の 内 側 に 位 置 す る 供 給 線 ２ ２ １ ２ と  
は 、 環 状 線 ２ ２ １ ３ の 同 一 の 径 方 向 に 延 在 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 半 導 体 プ ロ セ ス で は 、 引 き 込 み 線 ２ ２ １ １ は 、 引 き 込 み 端 の 一 端 と し て 直 流 電 源 に 電 気  
的 に 接 続 さ れ 、 直 流 電 源 か ら 供 給 さ れ た 直 流 電 圧 は 、 引 き 込 み 端 を 介 し て 引 き 込 み 線 ２ ２  
１ １ に 供 給 さ れ 、 引 き 込 み 線 ２ ２ １ １ を 通 過 し た 後 、 引 き 込 み 線 ２ ２ １ １ の 環 状 線 ２ ２ １  
３ に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 端 部 を 介 し て 環 状 線 ２ ２ １ ３ に 供 給 さ れ る 。 直 流 電 圧 は 、 環 状 線  
２ ２ １ ３ に 供 給 さ れ た 後 に 環 状 線 ２ ２ １ ３ の 周 方 向 に 沿 っ て 流 れ 、 流 れ る 過 程 で 複 数 の 供  
給 線 ２ ２ １ ２ の 環 状 線 ２ ２ １ ３ に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 端 部 を 介 し て 、 環 状 線 ２ ２ １ ３ の 周  
方 向 に 沿 っ て 間 隔 を あ け て 設 け ら れ た 複 数 の 供 給 線 ２ ２ １ ２ に 供 給 さ れ る 。 直 流 電 圧 は 、  
複 数 の 供 給 線 ２ ２ １ ２ を 通 過 し た 後 に 複 数 の 供 給 線 ２ ２ １ ２ の 供 給 端 と し た 端 を 介 し て 複  
数 の 吸 着 部 材 ２ ３ の 電 極 層 ２ ３ ２ に １ 対 １ で 対 応 し て 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の よ う な 設 計 で は 、 開 口 部 を 有 す る 環 状 線 ２ ２ １ ３ を 利 用 し て 、 複 数 の 供 給 線 ２ ２ １  
２ を 環 状 線 ２ ２ １ ３ の 周 方 向 に 沿 っ て 間 隔 を あ け て 設 け る こ と に よ り 、 リ ー ド 構 造 ２ ２ １  
を 非 接 続 形 態 と す る こ と が で き 、 す な わ ち 、 リ ー ド 構 造 ２ ２ １ を 非 閉 形 態 に す る こ と が で  
き 、 そ れ に よ っ て 、 直 流 電 圧 に よ っ て リ ー ド 構 造 ２ ２ １ に 磁 界 が 発 生 し 、 直 流 電 圧 に 干 渉  
を 与 え る こ と を 回 避 し 、 そ れ に よ り 、 静 電 パ レ ッ ト ２ の 使 用 時 の 安 定 性 を 向 上 さ せ 、 半 導  
体 プ ロ セ ス の 安 定 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ６ ～ 図 ７ に 示 す よ う に 、 任 意 選 択 的 に 、 引 き 込 み 線 ２ ２ １ １ の 環 状 線 ２ ２ １ ３ に 電 気  
的 に 接 続 さ れ る 端 部 は 、 環 状 線 ２ ２ １ ３ の 開 口 部 を 有 す る 端 部 に 電 気 的 に 接 続 さ れ て も よ  
い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す よ う に 、 任 意 選 択 的 に 、 複 数 の 供 給 線 ２ ２ １ ２ の う ち の １ つ の 供 給  
線 ２ ２ １ ２ の 、 環 状 線 ２ ２ １ ３ に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 端 部 は 、 開 口 部 を 有 す る 環 状 線 ２ ２  
１ ３ の 他 端 に 電 気 的 に 接 続 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
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　 図 ２ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の １ つ の 好 ま し い 実 施 例 で は 、 電 圧 供 給 部 材 ２ ２ は 、  
絶 縁 ス リ ー ブ ２ ２ ２ と 、 複 数 の 弾 性 導 電 部 材 ２ ４ と を さ ら に 含 ん で も よ く 、 絶 縁 ス リ ー ブ  
２ ２ ２ は 、 引 き 込 み 線 ２ ２ １ １ 、 複 数 の 供 給 線 ２ ２ １ ２ 、 及 び 環 状 線 ２ ２ １ ３ の 外 部 に 外  
嵌 さ れ 、 複 数 の 弾 性 導 電 部 材 ２ ４ は 、 複 数 の 供 給 端 に １ 対 １ で 対 応 し て 設 け ら れ 、 複 数 の  
弾 性 導 電 部 材 ２ ４ は 、 複 数 の 吸 着 部 材 ２ ３ の 電 極 層 ２ ３ ２ に １ 対 １ で 対 応 し て 弾 性 的 に 電  
気 的 に 接 触 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 つ ま り 、 複 数 の 供 給 端 は 、 １ 対 １ で 対 応 し て 設 け ら れ た 複 数 の 弾 性 導 電 部 材 ２ ４ を 介 し  
て 複 数 の 吸 着 部 材 ２ ３ の 電 極 層 ２ ３ ２ に １ 対 １ で 対 応 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 こ の よ う に  
、 弾 性 導 電 部 材 ２ ４ が 持 つ 弾 性 を 利 用 し て 、 弾 性 導 電 部 材 ２ ４ と 電 極 層 ２ ３ ２ を 常 に 緊 密  
に 電 気 的 に 接 触 さ せ 、 そ れ に よ り 、 複 数 の 供 給 端 は 、 複 数 の 吸 着 部 材 ２ ３ の 電 極 層 ２ ３ ２  
に １ 対 １ で 対 応 し て 緊 密 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 さ ら に 静 電 パ レ ッ ト ２ の 使 用 時 の 安 定 性 が  
向 上 し 、 半 導 体 プ ロ セ ス の 安 定 性 が 向 上 す る 。 さ ら に 、 引 き 込 み 線 ２ ２ １ １ 、 複 数 の 供 給  
線 ２ ２ １ ２ 、 及 び 環 状 線 ２ ２ １ ３ の 外 部 に 絶 縁 ス リ ー ブ ２ ２ ２ を 外 嵌 す る こ と に よ り 、 引  
き 込 み 線 ２ ２ １ １ 、 複 数 の 供 給 線 ２ ２ １ ２ 、 及 び 環 状 線 ２ ２ １ ３ を パ レ ッ ト 本 体 ２ １ か ら  
絶 縁 さ せ 、 電 極 層 ２ ３ ２ に 結 合 さ れ た 高 周 波 が パ レ ッ ト 本 体 ２ １ を 通 過 す る 時 に 引 き 込 み  
線 ２ ２ １ １ 、 複 数 の 供 給 線 ２ ２ １ ２ 、 及 び 環 状 線 ２ ２ １ ３ を 通 過 す る 直 流 電 圧 に 干 渉 を 与  
え る こ と を 回 避 し 、 そ れ に よ り 、 静 電 パ レ ッ ト ２ の 使 用 安 定 性 を 向 上 さ せ 、 半 導 体 プ ロ セ  
ス の 安 定 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 任 意 選 択 的 に 、 複 数 の 弾 性 導 電 部 材 ２ ４ は 、 複 数 の 吸 着 部 材 ２ ３ の 貫 通 孔 ２ ３ ４ を １ 対  
１ で 対 応 し て 貫 通 し 、 複 数 の 吸 着 部 材 ２ ３ の 電 極 層 ２ ３ ２ に １ 対 １ で 対 応 し て 電 気 的 に 接  
触 し 、 一 方 、 供 給 端 は 、 対 応 す る 吸 着 部 材 ２ ３ の 貫 通 孔 ２ ３ ４ 内 に 伸 び な い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 任 意 選 択 的 に 、 弾 性 導 電 部 材 ２ ４ は 、 弾 性 プ ロ ー ブ を 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ６ ～ 図 ７ に 示 す よ う に 、 任 意 選 択 的 に 、 絶 縁 ス リ ー ブ ２ ２ ２ は 、 引 き 込 み ス リ ー ブ セ  
グ メ ン ト ２ ２ ２ １ 、 複 数 の 供 給 ス リ ー ブ セ グ メ ン ト ２ ２ ２ ２ 、 及 び 開 口 部 を 有 す る 環 状 ス  
リ ー ブ セ グ メ ン ト ２ ２ ２ ３ を 含 ん で も よ く 、 環 状 ス リ ー ブ セ グ メ ン ト ２ ２ ２ ３ は 環 状 線 ２  
２ １ ３ の 外 部 に 外 嵌 さ れ 、 引 き 込 み ス リ ー ブ セ グ メ ン ト ２ ２ ２ １ 及 び 複 数 の 供 給 ス リ ー ブ  
セ グ メ ン ト ２ ２ ２ ２ は 、 環 状 ス リ ー ブ セ グ メ ン ト ２ ２ ２ ３ の 周 方 向 に 沿 っ て 間 隔 を あ け て  
設 け ら れ 、 引 き 込 み ス リ ー ブ セ グ メ ン ト ２ ２ ２ １ は 、 一 端 が 環 状 ス リ ー ブ セ グ メ ン ト ２ ２  
２ ３ に 連 通 し 、 他 端 が 閉 鎖 さ れ 、 引 き 込 み ス リ ー ブ セ グ メ ン ト ２ ２ ２ １ は 引 き 込 み 線 ２ ２  
１ １ の 外 部 に 外 嵌 さ れ 、 各 供 給 ス リ ー ブ セ グ メ ン ト ２ ２ ２ ２ は い ず れ も 、 一 端 が 環 状 ス リ  
ー ブ セ グ メ ン ト ２ ２ ２ ３ に 連 通 し 、 他 端 が 閉 鎖 さ れ 、 複 数 の 供 給 ス リ ー ブ セ グ メ ン ト ２ ２  
２ ２ は 複 数 の 供 給 線 ２ ２ １ ２ の 外 部 に １ 対 １ で 対 応 し て 外 嵌 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 任 意 選 択 的 に 、 絶 縁 ス リ ー ブ ２ ２ ２ の 材 質 と し て は 、 セ ラ ミ ッ ク が 挙 げ ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 １ ～ 図 ８ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の １ つ の 好 ま し い 実 施 例 で は 、 パ レ ッ ト 本 体 ２ １ に 第  
１ 凹 溝 ２ １ １ 及 び 引 き 込 み 通 路 が 設 け ら れ て も よ く 、 第 １ 凹 溝 ２ １ １ の 形 状 は 電 圧 供 給 部  
材 ２ ２ の 形 状 に 適 合 し 、 電 圧 供 給 部 材 ２ ２ は 第 １ 凹 溝 ２ １ １ に 嵌 め 込 ま れ 、 引 き 込 み 通 路  
は 、 第 １ 凹 溝 ２ １ １ に 連 通 し 、 パ レ ッ ト 本 体 ２ １ を 貫 通 し 、 引 き 込 み 端 を 直 流 電 源 に 電 気  
的 に 接 続 す る こ と に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 電 圧 供 給 部 材 ２ ２ を 第 １ 凹 溝 ２ １ １ に 嵌 め 込 む こ と に よ り 、 第 １ 凹 溝 ２ １ １ を 利 用 し て  
電 圧 供 給 部 材 ２ ２ の パ レ ッ ト 本 体 ２ １ で の 位 置 を 位 置 決 め す る こ と が で き 、 電 圧 供 給 部 材  
２ ２ が パ レ ッ ト 本 体 ２ １ で 移 動 す る こ と を 回 避 し 、 そ れ に よ り 、 静 電 パ レ ッ ト ２ の 使 用 安  
定 性 が 向 上 し 、 半 導 体 プ ロ セ ス の 安 定 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
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　 図 ８ に 示 す よ う に 、 任 意 選 択 的 に 、 第 １ 凹 溝 ２ １ １ は 、 引 き 込 み 溝 セ グ メ ン ト ２ １ １ １  
、 複 数 の 供 給 溝 セ グ メ ン ト ２ １ １ ２ 、 及 び 開 口 部 を 有 す る 環 状 溝 セ グ メ ン ト ２ １ １ ３ を 含  
ん で も よ く 、 環 状 ス リ ー ブ セ グ メ ン ト ２ ２ ２ ３ 及 び 環 状 線 ２ ２ １ ３ は 引 き 込 み 溝 セ グ メ ン  
ト ２ １ １ １ に 嵌 め 込 ま れ 、 引 き 込 み 溝 セ グ メ ン ト ２ １ １ １ 及 び 複 数 の 供 給 溝 セ グ メ ン ト ２  
１ １ ２ は 、 環 状 溝 セ グ メ ン ト ２ １ １ ３ の 周 方 向 に 沿 っ て 間 隔 を あ け て 設 け ら れ 、 引 き 込 み  
溝 セ グ メ ン ト ２ １ １ １ は 、 一 端 が 環 状 溝 セ グ メ ン ト ２ １ １ ３ に 連 通 し 、 他 端 が 閉 鎖 さ れ 、  
引 き 込 み ス リ ー ブ セ グ メ ン ト ２ ２ ２ １ 及 び 引 き 込 み 線 ２ ２ １ １ は 引 き 込 み 溝 セ グ メ ン ト ２  
１ １ １ に 嵌 め 込 ま れ 、 各 供 給 溝 セ グ メ ン ト ２ １ １ ２ は い ず れ も 、 一 端 が 環 状 溝 セ グ メ ン ト  
２ １ １ ３ に 連 通 し 、 他 端 が 閉 鎖 さ れ 、 複 数 の 供 給 ス リ ー ブ セ グ メ ン ト ２ ２ ２ ２ 及 び 複 数 の  
供 給 線 ２ ２ １ ２ は １ 対 １ で 複 数 の 供 給 溝 セ グ メ ン ト ２ １ １ ２ に 嵌 め 込 ま れ 、 引 き 込 み 通 路  
は 、 引 き 込 み 溝 セ グ メ ン ト ２ １ １ １ に 連 通 し 、 パ レ ッ ト 本 体 ２ １ を 貫 通 し 、 引 き 込 み 端 を  
直 流 電 源 に 電 気 的 に 接 続 す る こ と に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ８ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の １ つ の 好 ま し い 実 施 例 で は 、 パ レ ッ ト 本 体 ２ １ に は 、 複 数  
の 第 ２ 凹 溝 ２ １ ２ が 間 隔 を あ け て 設 け ら れ て も よ く 、 複 数 の 第 ２ 凹 溝 ２ １ ２ は 、 第 １ 凹 溝  
２ １ １ の 供 給 端 が 嵌 め 込 ま れ る 部 分 に 連 通 し 、 各 第 ２ 凹 溝 ２ １ ２ の 形 状 は 各 吸 着 部 材 ２ ３  
の 形 状 に 適 合 し 、 複 数 の 吸 着 部 材 ２ ３ は 複 数 の 第 ２ 凹 溝 ２ １ ２ に １ 対 １ で 対 応 し て 設 け ら  
れ る 。 こ の よ う に 、 第 １ 凹 溝 ２ １ １ の 各 供 給 溝 セ グ メ ン ト ２ １ １ ２ は 対 応 す る 各 第 ２ 凹 溝  
２ １ ２ に 延 伸 し 、 つ ま り 、 第 １ 凹 溝 ２ １ １ の 各 第 ２ 凹 溝 ２ １ ２ に 延 伸 す る 部 分 は 、 第 ２ 凹  
溝 ２ １ ２ の 溝 底 に 開 け ら れ た 凹 溝 セ グ メ ン ト で あ り 、 そ れ に よ り 、 供 給 ス リ ー ブ セ グ メ ン  
ト ２ ２ ２ ２ 及 び 供 給 線 ２ ２ １ ２ は 第 ２ 凹 溝 ２ １ ２ 内 に 位 置 す る 吸 着 部 材 ２ ３ の 底 部 に 延 伸  
し 、 貫 通 孔 ２ ３ ４ を 介 し て 電 極 層 ２ ３ ２ に 電 気 的 に 接 続 さ れ る よ う に し て も よ い 。 好 ま し  
く は 、 第 １ 凹 溝 ２ １ １ の 各 供 給 溝 セ グ メ ン ト ２ １ １ ２ の 対 応 す る 各 第 ２ 凹 溝 ２ １ ２ に 延 伸  
す る 端 部 は 、 第 ２ 凹 溝 ２ １ ２ の 中 心 位 置 に あ る 。 ま た 、 複 数 の 吸 着 部 材 ２ ３ を 複 数 の 第 ２  
凹 溝 ２ １ ２ に １ 対 １ で 対 応 し て 設 け る こ と に よ り 、 複 数 の 第 ２ 凹 溝 ２ １ ２ を 利 用 し て 複 数  
の 吸 着 部 材 ２ ３ の パ レ ッ ト 本 体 ２ １ で の 位 置 を 特 定 す る こ と が で き 、 吸 着 部 材 ２ ３ が パ レ  
ッ ト 本 体 ２ １ で 移 動 す る こ と を 回 避 し 、 そ れ に よ り 、 静 電 パ レ ッ ト ２ の 使 用 安 定 性 を 向 上  
さ せ 、 半 導 体 プ ロ セ ス の 安 定 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 １ ～ 図 ８ に 示 す よ う に 、 任 意 選 択 的 に 、 複 数 の 第 ２ 凹 溝 ２ １ ２ は 、 パ レ ッ ト 本 体 ２ １  
に 等 間 隔 を あ け て 設 け ら れ 、 複 数 の 吸 着 部 材 ２ ３ を パ レ ッ ト 本 体 ２ １ に 等 間 隔 で 設 け る こ  
と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 本 発 明 の １ つ の 好 ま し い 実 施 例 で は 、 各 吸 着 部 材 ２ ３ は 第 ２ 凹 溝 ２ １ ２ に 接 着 さ れ 得 る  
。 す な わ ち 、 各 吸 着 部 材 ２ ３ は 、 パ レ ッ ト 本 体 ２ １ に 接 着 に よ り 接 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 実 施 例 は 、 チ ャ ッ ク ３ （ Ｃ ｈ ｕ ｃ ｋ ） 及 び 本 発 明 の 実 施 例  
に 係 る 静 電 パ レ ッ ト ２ を 含 み 、 静 電 パ レ ッ ト ２ は チ ャ ッ ク ３ に 設 け ら れ 、 複 数 の ウ ェ ハ ６  
を 吸 着 さ せ る こ と に 用 い ら れ る ベ ー ス を さ ら に 提 供 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る ベ ー ス は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 静 電 パ レ ッ ト ２ を チ ャ ッ ク ３ に  
設 け 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 静 電 パ レ ッ ト ２ を 利 用 し て 複 数 の ウ ェ ハ ６ を 吸 着 さ せ る こ と  
に よ り 、 多 枚 葉 式 静 電 パ レ ッ ト ２ の 加 工 難 易 度 及 び コ ス ト を 低 減 し 、 高 周 波 の 結 合 効 率 を  
向 上 さ せ 、 半 導 体 プ ロ セ ス の 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の １ つ の 好 ま し い 実 施 例 で は 、 ベ ー ス は 、 電 力 供 給 ア セ ン ブ  
リ ４ 及 び 高 周 波 供 給 ア セ ン ブ リ ５ を さ ら に 含 み 、 電 力 供 給 ア セ ン ブ リ ４ は 電 圧 供 給 部 材 ２  
２ に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 電 力 供 給 ア セ ン ブ リ ４ は 直 流 電 源 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 直 流 電 源  
か ら 供 給 さ れ た 直 流 電 圧 を 電 圧 供 給 部 材 ２ ２ に 供 給 す る こ と に 用 い ら れ 、 高 周 波 供 給 ア セ  
ン ブ リ ５ は チ ャ ッ ク ３ に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 チ ャ ッ ク ３ を 介 し て 高 周 波 を 静 電 パ レ ッ ト ２  
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に 供 給 す る こ と に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 任 意 選 択 的 に 、 電 力 供 給 ア セ ン ブ リ ４ は 供 給 リ ー ド ４ １ 及 び フ ィ ル  
タ ４ ２ （ Ｆ ｉ ｌ ｔ ｅ ｒ ） を 含 ん で も よ く 、 高 周 波 供 給 ア セ ン ブ リ ５ は 高 周 波 供 給 リ ー ド ５  
１ 及 び 整 合 器 ５ ２ （ Ｍ ａ ｔ ｃ ｈ ） を 含 ん で も よ く 、 整 合 器 ５ ２ は 高 周 波 源 （ 図 示 せ ず ） に  
電 気 的 に 接 続 さ れ る こ と に 用 い ら れ 、 高 周 波 供 給 リ ー ド ５ １ は 整 合 器 ５ ２ 及 び チ ャ ッ ク ３  
に そ れ ぞ れ 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 フ ィ ル タ ４ ２ は 直 流 電 源 （ 図 示 せ ず ） に 電 気 的 に 接 続 さ れ  
る こ と に 用 い ら れ 、 供 給 リ ー ド ４ １ は チ ャ ッ ク ３ を 貫 通 し 、 フ ィ ル タ ４ ２ 及 び 引 き 込 み 線  
２ ２ １ １ に そ れ ぞ れ 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 半 導 体 プ ロ セ ス で は 、 高 周 波 源 は 高 周 波 を 供 給  
し 、 高 周 波 源 か ら 供 給 さ れ た 高 周 波 は 、 整 合 器 ５ ２ を 介 し て チ ャ ッ ク ３ に 供 給 さ れ 、 さ ら  
に 順 に チ ャ ッ ク ３ 、 パ レ ッ ト 本 体 ２ １ 、 及 び 吸 着 部 材 ２ ３ の 絶 縁 層 ２ ３ １ を 経 由 し て 吸 着  
部 材 ２ ３ の 電 極 層 ２ ３ ２ に 結 合 さ れ る 。 直 流 電 源 は 直 流 電 圧 を 供 給 し 、 直 流 電 圧 は 、 順 に  
フ ィ ル タ ４ ２ 、 供 給 リ ー ド ４ １ 、 引 き 込 み 線 ２ ２ １ １ 、 環 状 線 ２ ２ １ ３ 、 供 給 線 ２ ２ １ ２  
及 び 弾 性 導 電 部 材 ２ ４ を 経 由 し て 吸 着 部 材 ２ ３ の 電 極 層 ２ ３ ２ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 任 意 選 択 的 に 、 チ ャ ッ ク ３ に 冷 却 液 を 流 す た め の 冷 却 通 路 ３ １ （ Ｃ  
ｈ ｉ ｌ ｌ ｅ ｒ ） が 設 け ら れ る 。 こ れ に よ り 、 冷 却 液 に よ っ て 静 電 パ レ ッ ト ２ を 冷 却 す る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 任 意 選 択 的 に 、 静 電 パ レ ッ ト ２ と チ ャ ッ ク ３ と の 間 に は 、 シ ー ル リ  
ン グ ３ ２ が 設 け ら れ 、 不 活 性 ガ ス が 導 入 さ れ て も よ い 。 こ の よ う に し て 、 シ ー ル リ ン グ ３  
２ 及 び 不 活 性 ガ ス を 利 用 し て 静 電 パ レ ッ ト ２ と チ ャ ッ ク ３ と の 間 を シ ー ル す る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ま た 、 不 活 性 ガ ス と し て は 、 ヘ リ ウ ム ガ ス が 含 ま れ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 要 す る に 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 静 電 パ レ ッ ト ２ 及 び ベ ー ス は 、 多 枚 葉 式 静 電 パ レ ッ ト  
２ の 加 工 難 易 度 及 び コ ス ト を 低 減 し 、 且 つ 高 周 波 の 結 合 効 率 を 向 上 さ せ 、 半 導 体 プ ロ セ ス  
の 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 な お 、 以 上 の 実 施 形 態 は 、 本 発 明 の 原 理 を 説 明 す る た め に 採 用 し た 例 示 的 な 実 施 形 態 に  
過 ぎ ず 、 本 発 明 は こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 当 業 者 で あ れ ば 、 本 発 明 の 趣 旨 及 び  
本 質 を 逸 脱 す る こ と な く 、 種 々 の 変 形 や 改 良 を 行 う こ と が で き 、 こ れ ら の 変 形 や 改 良 も 本  
発 明 の 保 護 範 囲 と み な さ れ る 。



10

20

30

40

50

JP 7662902 B2 2025.4.15(12)

【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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